
（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
〇

幼稚園での具体的な様子や児童発達の小

集団の様子、成長点を含めて確認できた

ことで、支援で良い部分と改善点が明確

になった。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
〇

子どもの感じ方等の話をきき、子どもへ

の共感ができるようになった。衝動的に

動いてしまうのは、本人のせいではない

ということを再確認できた。

行動の背景にある感覚特性や心理状態

を分析し、先生方へお伝えすることを

大切にしています。これからも「子ど

も本人の味方」を増やす伴走支援を目

指します。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
〇

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
〇

保護者の不安軽減につながったことで、

子ども本人の気持ちが安定していること

が大きい。

訪問支援員が中立的かつ専門的な立場

で介在することで、園と保護者様の信

頼関係をより強固にする「架け橋」と

しての役割を今後も果たして行きたい

と考えています。共にチームとして子

どもを支えていける体制づくりに努め

ます。

5 事業所からの支援に満足していますか。 〇 保護者と園の関係性が保たれた。

・今後、必要な子どもたちのサポートとして、個の訪問事業が認知されていくとよいと思いま

す。

保育所等訪問支援は、子ども本人が慣れ親しんだ集団生活の場で「自分らしく」過ごすための

架け橋的な役割があると考えます。

今後も、園や学校の先生方との連携の輪を広げ、支援の成果を丁寧に発信していくことで、地

域の中でこの事業が必要な方々へ届くよう努めてまいります。

児童発達支援センターすみれ園（保育所等訪問支援）

令和8　年　4月　　1日
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